
 1 / 4 

 

「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 活 動活 動活 動活 動 報 告報 告報 告報 告                              

                     秦  康 夫            

2 0 1 6 年年年年 1 0 月月月月 6 日 （ 木 ）日 （ 木 ）日 （ 木 ）日 （ 木 ） 9 : 3 0 ～～～～ 1 5 : 3 0  

作 業 項 目 ： 1 ) 林 床 整 備 （ 除 伐 ・ 枯 れ 枝 除 去 ・ 倒 木 処 理 等 ）   

     2 ) 水 切 り 溝 整 備  

          3 ) モ ミ の 植 樹 候 補 地 調 査  

     4 ) 作 業 用 具 リ ス ト 作 成  

 台 風 1 8 号 の 影 響 か 、 太 い 松 の 倒 木 が 集 合 場 所 の 物 置

へ の 道 を 塞 い で い た 。 い ず れ 処 理 す る つ も り だ っ た 枯 れ

木 だ が 、 台 風 が 片 付 け て く れ た よ う な も の だ 。  

 今 日 は 、 干 害 防 備 保 安 林 の 南 端 4 4 林 班 「 は ２ 」 地 区 一

帯 の 整 備 を 行 う こ と に し て い る が 、 取 り 敢 え ず 松 の 倒 木

の 処 理 を す る こ と に し た 。 枝 を 払 い 幹 は 数 本 に 分 断 し て

辺 り に 散 ら ば る 落 ち 枝 と と も に 土 留 め の 場 所 に 集 積 し た 。 

処 理 後 作 業 場 所 の 保 安 林 に 移 動 し て 、 斜 面 に 残 る 倒 木 の

処 理 ・ 枯 損 木 の 除 伐 等 行 っ た が 、 太 い ツ ル の 処 理 に は 大

分 手 間 取 っ た 。 ま た 斜 面 が 急 で 足 場 が 悪 い た め 、 座 り 込

ん で 倒 木 を 切 断 し た り 、 ま た 故 意 に 尻 餅 を つ く 必 要 が あ

る 場 合 も あ っ た り 、 何 人 か の ズ ボ ン の 尻 は 泥 ま み れ に な

っ て し ま っ て い た 。  

 午 後 ３ 名 は 、 現 在 ア ド プ ラ ン ツ に 育 苗 依 頼 中 の モ ミ を

植 樹 す る た め の 適 地 探 し に 出 か け た 。 日 当 た り の 良 い 緩

斜 面 ま た は 平 坦 地 が 適 地 で あ る 。 天 狗 杉 か ら 西 方 面 の 尾

根 筋 お よ び 斜 面 に 、 ま あ ま あ と 思 わ れ る 場 所 が 何 箇 所 か

あ っ た の で 、 目 印 の 青 い テ ー プ を つ け て き た 。  

【【【【 作 業 参 加 者 】】】】  

斧 田 一 陽  河 野 直 子  杉 本 佳 英  武 田 壽 夫  中 村 賢 三  

秦 康 夫  宮 本 廣                計 ７ 名    
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①  集 合 写 真  

 

②  台 風 1 8 号 の 被 害  
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③  風 倒 木 の 処 理  

 

④  太 い 枯 損 木  
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⑤ シ ュ リ ン ゲ を 利 用 し て 処 理 中  

 

⑥  水 切 り 溝 整 備 後  

                           


